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八
木
澤
啓
造
氏
に
師
事

日
本
工
芸
会
正
会
員
に
認
定
さ
れ
る

　
（
現
在
に
至
る
）

第
6
回
伝
統
工
芸
木
竹
展
鑑
査
委
員

　
（
以
後
計
4
回
歴
任
）

第
41
回
日
本
伝
統
工
芸
展
鑑
査
委
員

　
（
以
後
計
2
回
歴
任
）

東
京
国
立
近
代
美
術
館
に

〈
束
編
花
籠
〉「
気
」
が
所
蔵
さ
れ
る

「
竹
の
造
形―

ロ
イ
ド
・
コ
ッ
ツ
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ン
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン―
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日
本
経
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新
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催
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招
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出
品

ロ
サ
ン
ゼ
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日
本
文
化
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に
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個
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開
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シ
カ
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術
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い
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レ
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い
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日
〜
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日
）

文
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庁
主
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日
本
近
現
代
工

芸
の
精
華｣

（
文
化
庁
・
東
京
国
立
近

代
美
術
館
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
国
立
美

術
館
特
別
監
督
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催
）
招
待
出
品

日
本
工
芸
会
理
事
（
現
在
に
至
る
）

　
第
17
回
伝
統
工
芸
新
作
展
初
入
選

第
2
回
伝
統
工
芸
木
竹
展
初
入
選

第
33
回
日
本
伝
統
工
芸
展
日
本
工
芸

会
会
長
賞
受
賞

第
39
回
日
本
伝
統
工
芸
展
東
京
都
知

事
賞
受
賞

紫
綬
褒
章
受
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特
別
展
東
日
本
伝
統
工
芸
展
第
50
回
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M
O
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催
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サ
ヒ
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ル
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術
館
賞
受
賞
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　３月１日、市長が市議会の同意を得て、人間
国宝の藤沼  昇氏を大田原市名誉市民に推挙しま
した。
　藤沼氏は、幅広く高度な竹工芸の技法を用い
て、格調高く独創的な造形の作品を制作し、国
内のみならず海外でも高く評価され、平成24年
10月４日に国の重要無形文化財「竹工芸」の保持
者（人間国宝）として認定されました。

　大田原市名誉市民は９名となり、竹工芸の分
野においては故八木澤啓造氏、人間国宝の勝城
一二氏と合わせて3名となりました。

人間国宝 藤沼 昇氏を
　　　大田原市名誉市民に

大田原市浅香２丁目
藤沼  昇氏

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱　

   　

   

総
務
課　
　
（
２
３
）１
１
１
１

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
国
民
の

基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し

こ
れ
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
救
済
の
た
め
、
速
や
か
に

適
切
な
措
置
を
採
る
と
と
も
に
、
常
に
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高

揚
に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
方
が
平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

槐　
　

文
子　

氏　
（
新
任　

花
園
）

行
政
相
談
委
員
の
委
嘱　

     

情
報
政
策
課　
　
（
２
３
）８
７
０
０

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
住
民
の

皆
さ
ま
か
ら
広
く
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
を
お

聴
き
し
て
苦
情
の
解
決
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
意
見

を
も
と
に
行
政
運
営
の
改
善
を
進
め
る
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
方
々
が
平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
、
総
務
大
臣
か
ら
行

政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

吉
川　

惠
造　

氏　
（
再
任　

山
の
手
１
丁
目
）

　

廣
瀨　

貞
子　

氏　
（
再
任　

元
町
１
丁
目
）

　

蜂
巣　

耕
平　

氏　
（
再
任　

蛭
田
）

　

宮
崎
惠
美
子　

氏　
（
再
任　

八
塩
）

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任　
　

    

総
務
課　
　
（
２
３
）１
１
１
１

　

大
田
原
市
公
平
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
議
会
３

月
定
例
会
で
同
意
を
得
て
、
平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
、
次
の

方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　

潮
田　

賢
治　

氏　
（
再
任　

城
山
２
丁
目
）


